
 

 

 

 
 
 

「市呉ができる応援がある」事業 

 １０月２４日（土）の呉市小学校陸上記録会に向けて、

体育や放課後に５・６年生が練習に取り組んでいます。 

今年度は、１０月８日（木）13日（火）23日（金）

の３日間、呉高校から先生や陸上部の生徒が仁方小学校に

来て、指導をしてくださっています。 

              これまでは、５・６年生全員が自分の 

選んだ競技を練習しました。１４日までの記録の中で、良い記録を残 

した人の中から選手が選ばれます。 

 今年度の記録会は、陸上記録会の会場の都合で、参加児童の移動は

教育委員会が手配するバスに限定され、小学校で集合し終日参加して

小学校で解散となります。 

 頑張っているところを見ていただきたいのです

が、今年度は保護者の応援もできません。ご理解

の上、ご了承ください。 

 １０月２５日（日）には、呉市体育祭が開かれ

ます。仁方地区の代表として小学生も２名参加し

ます。広い会場や多くの人数に臆することなく、

頑張ってほしいと願っています。 

 

災害共済給付システムの更新 

 皆様ご存じの通り、日本スポーツ振興センターでは、学校の管理下での負傷や疾病により治療した費用額

に応じて、給付金を支払われる制度があります。学校では、入学時にお知らせし、加入についての同意書を

いただいた上で、毎年学校から一括して加入の手続きを行っています。現在、仁方小学校の児童は、全員加

入しています。 

 これまでは、学校の管理下での負傷や疾病があり治療したときは、保護者が医師等の証明書を学校へ提出

し、学校で請求手続きを行い、学校へ給付金を取りに来ていただいていました。 

 これからは、令和９年１月からは、申請から給付通知までがデジタル完結に変わります。保護者がスマー

トフォン等を活用し、医療機関から受け取った「医療等の状況」等を撮影しアップロードすることで、日本

スポーツ振興センターから直接、保護者が指定する口座に給付金が支払われる仕組みに変わります。ただ

し、障害や死亡に対する見舞金等は、これまでどおり学校からお渡しするようになります。 

 新しいシステムに更新されることに伴い、全国一斉に請求受付が一時停止される期間があります。詳しい

日程については、学校から後日 tetoru配信しますので、ご確認ください。 

 

 

 

青い目の人形シリーズ ６ 

 

 仁方小だより第５号（令和８年5月２８日発行）に掲載した新聞記事にあったように、「平和の使者」とし

てアメリカからやってきた３２６体の「青い目の人形」が、１９２７年４月２０日広島県立商品陳列所（現

広島市中区の原爆ドーム）に展示されました。 

 それから５６年たった１９８３年（昭和５８年）11月1日（火）の東京新聞（夕刊）に、展示されてい

た原爆ドームをバックに南田洋子さんに抱かれたルーズ・ナオミが掲載されている新聞の実物が残っていま

した。下側の記事がそうなのですが、切り貼りしながら1枚にまとめられていました。 

 その記事を見てみると、赤枠で囲んでいるところに「青い目の人形。戦前、アメリカから日本の児童に贈

られた友情人形だ。戦争中は敵国の人形として“処刑”の憂き身に。生き延びたのは一万二千余体のうちわ

ずか百七十体ほど。日米“2つの祖国”のはざまで波乱の人生航路をたどったこの人形昭和史がテレビドラ

マ化された。12日のTBS２時間半スペシャル『青い目をしたお人形は』。同１０日には来日中のナンシー米

大統領夫人を迎え、５６年ぶりに日米人形交流セレモニーが再現される。」とあります。夏休みにこの記事を

見て、どんなドラマだったのだろうと興味をもち、TBSに問い合わせをしてみたのですが、その後、まった

く音沙汰なしです。残念・・・。 

 ルーズ・ナオミは、広島県内はもちろんのこと、東京や北九州での展示にも駆り出され、遠くまで旅をし

ています。この１００年間、いろいろなものを見てきたことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               昭和５８年（１９８３年）１１月１日（火曜日） 東京新聞（夕刊）よ 
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